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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力された画像データの明るさに関する情報を、濃い色ほど薄くなり、濃淡の関係は逆
転しない関係に従った補正によって色合いを変えずに当該明るさよりも明るい情報への変
換処理をする画像処理部と、
　前記画像データを消色不可能な第１の色材である第１のトナーにより記録媒体に記録を
行う第１の記録部と、
　前記画像処理部により前記明るい情報に変換処理されて色合いを変えない前記画像デー
タを消色可能な第２の色材である第２のトナーにより前記記録媒体に記録を行う第２の記
録部と、
を具備することを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　画像データを入力する画像入力部と、
　前記画像入力部により入力された前記画像データの明るさに関する情報を当該明るさよ
りも明るい情報への変換処理を行わない第１の画像処理、及び前記明るさに関する情報を
、濃い色ほど薄くなり、濃淡の関係は逆転しない関係に従った補正によって色合いを変え
ずに前記明るい情報への変換処理を行う第２の画像処理の選択を可能とする画像処理部と
、
　前記第１の画像処理が選択された場合、前記画像処理部により画像処理された前記画像
データを消色不可能な第１の色材である第１のトナーにより記録媒体に記録を行う第１の
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記録部と、
　前記第２の画像処理が選択された場合、前記画像処理部により前記明るい情報に変換処
理された色合いを変えない前記画像データを消色可能な第２の色材である第２のトナーに
より前記記録媒体に記録を行う第２の記録部と、
を具備することを特徴とする画像形成装置。
【請求項３】
　画像データを入力する画像入力部と、
　前記画像入力部により入力された前記画像データの明るさに関する情報を当該明るさよ
りも明るい情報への変換処理を行わない第１の画像処理を行う第１の画像処理部と、
　前記画像入力部により入力された前記画像データの明るさに関する情報を、濃い色ほど
薄くなり、濃淡の関係は逆転しない関係に従った補正によって色合いを変えずに当該明る
さよりも明るい情報への変換処理を行う第２の画像処理を行う第２の画像処理部と、
　前記第１の画像処理が選択された場合、前記第１の画像処理部により画像処理された前
記画像データを消色不可能な第１の色材である第１のトナーにより記録媒体に記録を行う
第１の記録部と、
　前記第２の画像処理が選択された場合、前記第２の画像処理部により前記明るい情報に
変換処理された色合いを変えない前記画像データを消色可能な第２の色材である第２のト
ナーにより前記記録媒体に記録を行う第２の記録部と、
　前記第１又は前記第２の記録部のうちいずれかで前記記録媒体への記録を行うかの選択
を行う記録選択部と、
を具備することを特徴とする画像形成装置。
【請求項４】
　前記第２の画像処理が選択されると、前記画像データの濃度の濃淡を強調する処理を行
うことを特徴とする請求項２又は３記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記第２の画像処理が選択されると、前記消色可能な前記第２の色材である前記第２の
トナーにより記録を行う旨を報知する報知部を有することを特徴とする請求項４記載の画
像形成装置。
【請求項６】
　前記報知部により前記消色可能な前記第２の色材である前記第２のトナーにより記録を
行う旨の報知が行われると、前記画像入力部により入力された前記画像データの明るさよ
りも明るく記録して良いか否かの選択を促す記録選択部を有することを特徴とする請求項
５記載の画像形成装置。
【請求項７】
　画像形成装置のコンピュータに、
　画像データを入力させる画像入力機能と、
　前記画像入力機能により入力された前記画像データの明るさに関する情報を当該明るさ
よりも明るい情報への変換処理を行わない第１の画像処理、及び前記明るさに関する情報
を、濃い色ほど薄くなり、濃淡の関係は逆転しない関係に従った補正によって色合いを変
えずに前記明るい情報への変換処理を行う第２の画像処理の選択を可能とする画像処理機
能と、
　前記第１の画像処理が選択された場合、前記画像処理機能により画像処理された前記画
像データを消色不可能な第１の色材である第１のトナーにより記録媒体に記録を行わせる
第１の記録機能と、
　前記第２の画像処理が選択された場合、前記画像処理機能により前記明るい情報に変換
処理された色合いを変えない前記画像データを消色可能な第２の色材である第２のトナー
により前記記録媒体に記録を行う第２の記録機能と、
を実現することを特徴とする画像形成制御プログラム。
【請求項８】
　前記画像処理機能は、前記画像データの濃度の濃淡を強調する処理を行うことを特徴と
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する請求項７記載の画像形成制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、例えばコピー、プリンタ又はファクシミリ等を一体的に備えた複
合機等の画像形成装置及びその画像形成制御プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　かかる複合機等の画像形成装置は、コピー、プリンタ又はファクシミリ等の画像データ
を記録紙に記録する。この記録用紙は、森林資源から記録用紙の原料が採取された製造さ
れる。森林資源に対しては、その保護といった環境意識の高まりがある。このような状況
から画像形成装置に使用される記録用紙を削減するための方法が採られている。その一つ
とて記録用紙を繰り返し使用できるように、記録紙上に付着したトナーを機械的又は化学
的に剥離する方法と、熱、光又は薬品によって消色するトナーを用いる方法とがある。
【０００３】
　例えばテンポラリーな文書は、記録用紙上に記録された当該文書を消去可能な記録方式
により記録してもよいものである。これに対して正式な文書や対外に用いる文書は、消去
の不可能な通常の記録方式、例えば電子写真方式、インジェクト方式により記録する必要
がある。このため、ユーザは、記録用紙に記録した画像データを消去可能とする画像形成
装置と、正式な文書を記録するための消去の不可能な通常の画像形成装置との２つの画像
形成装置を購入し、これら画像形成装置を使い分ける必要がある。
【０００４】
　書類には、複数頁を有する１つの文書から成るものがある。このような書類には、消去
の不可能な通常の記録方式での記録を必要とする頁と消去可能な記録方式での記録を必要
とする頁とが混在する場合がある。このような書類を作成する場合には、消去の不可能な
通常の記録方式の画像形成装置により記録を行い、かつ消去の可能な記録方式の画像形成
装置により記録を行い、これら記録された文書を人手により並び替えて１つの書類を作成
することになる。　
　上記課題を解決する手段として1台で消去可能画像と消去不可能な画像の両方が形成で
きる装置がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平７－８４３９６号公報
【特許文献２】特開平５－１９１７０７号公報
【特許文献３】特開平６－１３０８５７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　消去可能な記録方式では、記録が行われた記録用紙上の画像データを消去し、再び記録
用紙上に画像データの記録を可能としている。記録用紙上の画像データを消去したとき、
記録用紙上の画像は消去されるが、記録用紙上には、トナーが残留する状態になっている
。消去可能な記録方式を用いる場合には、記録用紙に対する画像データの記録と消去とを
複数回繰り返すことになる。このため、記録用紙上には、残留するトナーが次第に厚く重
なっていく。このような記録用紙を用いて画像データの記録を繰り返すとき、その度に記
録用紙は、画像形成装置内で搬送、転写、定着等の記録プロセスが行われるが、次第にト
ナーの厚みが厚くなっていくために、上記記録プロセスに不具合を生じ、記録用紙のリユ
ース回数に制限が生じる。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
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　実施の形態の画像形成装置によれば、入力された画像データの明るさに関する情報を、
濃い色ほど薄くなり、濃淡の関係は逆転しない関係に従った補正によって色合いを変えず
に当該明るさよりも明るい情報への変換処理をする画像処理部と、画像データを消色不可
能な第１の色材である第１のトナーにより記録媒体に記録を行う第１の記録部と、画像処
理部により明るい情報に変換処理されて色合いを変えない画像データを消色可能な第２の
色材である第２のトナーにより記録媒体に記録を行う第２の記録部とを具備する。
【０００８】
　実施の形態の画像形成制御プログラムによれば、画像形成装置のコンピュータに、画像
データを入力させる画像入力機能と、画像入力機能により入力された画像データの明るさ
に関する情報を当該明るさよりも明るい情報への変換処理を行わない第１の画像処理、及
び明るさに関する情報を、濃い色ほど薄くなり、濃淡の関係は逆転しない関係に従った補
正によって色合いを変えずに明るい情報への変換処理を行う第２の画像処理の選択を可能
とする画像処理機能と、第１の画像処理が選択された場合、画像処理機能により画像処理
された画像データを消色不可能な第１の色材である第１のトナーにより記録媒体に記録を
行わせる第１の記録機能と、第２の画像処理が選択された場合、画像処理部により明るい
情報に変換処理された色合いを変えない画像データを消色可能な第２の色材である第２の
トナーにより記録媒体に記録を行う第２の記録機能とを実現する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】第１の実施の形態の画像形成装置を示す概略構成図。
【図２】同装置のプリンタにおける機能ブロック図。
【図３】同装置におけるプリンタ機能時の第１及び第２の画像処理部を示す機能ブロック
図。
【図４】同装置における消去の不可能な通常の記録を行って忠実な色再現するためのター
ゲットカーブを示す図。
【図５】同装置における消去の可能な記録を行って画像を明るくするためのターゲットカ
ーブを示す図。
【図６】同装置における画像形成制御フローチャート。
【図７】第２の実施の形態の画像形成装置におけるコピー機能時の画像処理部を示す機能
ブロック図。
【図８】第３の実施の形態の画像形成装置を示す概略構成図。
【図９】同装置における警告ウィンドウを示す図。
【図１０】同装置における第１乃至第３の画像処理部を示す機能ブロック図。
【図１１】同装置における画像形成制御フローチャート。
【図１２】第２の実施の形態の画像形成装置におけるコピー機能時の画像処理部を示す機
能ブロック図。
【図１３】同装置における警告ウィンドウを示す図。
【図１４】同装置の変形例としての明度調整ボタンの表示例を示す図。
【図１５】同装置の変形例としての明度の調整を実施する場合の画像形成制御フローチャ
ート。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、第１の実施の形態について図面を参照して説明する。　
　図１は画像形成装置の概略構成図を示し、図２は本装置のプリンタ機能における機能ブ
ロック図を示す。本装置は、例えばコピー、プリンタ又はファクシミリ等を一体的に備え
た複合機等の機能を有する。本装置は、主制御部１と、スキャナ部２と、プリンタ部３と
、操作パネル４と、プリンタドライバ内蔵装置５とから構成されている。主制御部１は、
本装置の画像形成動作の全体を制御する。この主制御部１は、メインＣＰＵ１０を搭載し
、このメインＣＰＵ１０に画像形成制御プログラムを記憶するＲＯＭ１１と、画像形成時
の各種のデータを一時的に記憶するＲＡＭ１２と、各種画像処理を行う画像処理部１３と
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を接続して成る。メインＣＰＵ１０は、ＲＯＭ１１に記憶されている画像形成制御プログ
ラムを実行することにより、例えば、操作パネル４等からの指示に従い、スキャナ部２や
画像処理部１３、プリンタ部３にそれぞれ各動作指令を発し、記録媒体に画像を形成する
という画像形成動作の全体の制御を行う。
【００１１】
　画像形成制御プログラムは、メインＣＰＵ１０に、プリンタドライバ内蔵装置５又はス
キャナ部２からの画像データを入力させる画像入力機能と、画像処理部１３において画像
入力機能により入力された画像データの明るさに関する情報を当該明るさよりも明るい情
報への変換処理を含まない第１の画像処理機能、又は明るい情報への変換処理を含む第２
の画像処理機能の選択を可能とする画像処理機能と、第１の画像処理機能が選択された場
合、画像処理部１３により画像処理された画像データを消去不可能な第１の色材により記
録媒体に記録をプリンタ部３により行わせる第１の記録機能と、第２の画像処理機能が選
択された場合、画像処理部１３により画像処理された画像データを消去可能な第２の色材
により記録媒体に記録をプリンタ部３により行わせる第２の記録機能と、第１又は第２の
記録機能のうちいずれか一方で記録媒体への記録を行うかの選択を行う記録選択機能とを
実現する。このうち画像処理機能は、第２の画像処理機能が選択されると、明るさに関す
る情報として明度成分を大きな値に変換する処理、又は画像データの濃度の濃淡を強調す
る処理のうちいずれか一方又は両方を行う。
【００１２】
　図２は本装置のメインＣＰＵ１０により実現する機能ブロック図を示す。画像入力部１
００は、スキャナ部２又はプリンタドライバ内蔵装置５からの画像データを入力する。　
　印字選択部１０４は、第１の印字部（第１の記録部）１０２又は第２の印字部（第２の
記録部）１０３のうちいずれか一方で記録媒体への記録を行うかの選択を行う。
【００１３】
　第１の画像処理部１０１ａは、画像入力部１００により入力された画像データの明るさ
に関する情報を当該明るさよりも明るい情報への変換処理を含まない画像処理、すなわち
消去の不可能な通常の記録を行うための画像処理を行う。　
　第２の画像処理部１０１ｂは、画像入力部１００により入力された画像データの明るさ
に関する情報を当該明るさよりも明るい情報への変換処理を含む画像処理、すなわち消去
可能な記録を行うための画像処理を行う。この第２の画像処理部１０１ｂは、明るさに関
する情報として明度成分を大きな値に変換する処理、又は画像データの濃度の濃淡を強調
する処理のうちいずれか一方又は両方を行う。
【００１４】
　第１の印字部１０２は、消去の不可能な通常の記録を行うもので、印字選択部１０４に
より第１の画像処理部１０１ａが選択された場合、当該第１の画像処理部１０１ａにより
画像処理された画像データを消去不可能な第１の色材、例えば第１のトナーにより記録媒
体に印字（記録）を行う。　
　第２の印字部１０３は、消去可能な記録を行うもので、印字選択部１０４により第２の
画像処理部１０１ｂが選択された場合、当該第２の画像処理部１０１ｂにより画像処理さ
れた画像データを消去可能な第２の色材、例えば第２のトナーにより記録媒体に印字（記
録）を行う。
【００１５】
　画像処理部１３は、プリンタドライバ内蔵装置５又はスキャナ部２からの画像データを
プリンタ部３により記録媒体に記録し易いデータに画像処理するもので、第１の画像処理
部１０１ａと第２の画像処理部１０１ｂとの各機能を有する。　
　この画像処理部１３は、本装置がプリンタとして動作する場合、プリンタドライバ内蔵
装置５のプルダウン５２によって消去不可能な第１のトナーを用いての記録であることを
メインＣＰＵ１０から受けると、第１の画像処理部１０１ａを動作し、消去可能な第２の
トナーを用いての記録であることをメインＣＰＵ１０から受けると、第２の画像処理部１
０１ｂを動作する。　
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　この画像処理部１３は、本装置がコピーとして動作する場合、液晶表示器４２に表示さ
れる消去インク選択ボタン４２ａが選択されない指示をメインＣＰＵ１０から受けると、
第１の画像処理部１０１ａを動作し、消去インク選択ボタン４２ａが選択された指示をメ
インＣＰＵ１０から受けると、第２の画像処理部１０１ｂを動作する。
【００１６】
　スキャナ部２は、本装置がプリンタとして動作する場合に、原稿に記録されている画像
を読み取り、この画像をＲＧＢ色空間で表現される画像信号Ａとして出力する。　
　プリンタ部３は、画像処理部１３により画像処理された画像データに従って記録用紙等
の記録媒体上に印字する。このプリンタ部３は、記録媒体上から消去不可能な第１のトナ
ーと、消去可能な第２のトナーとを備え、メインＣＰＵ１０からのインクの選択指示に従
って第１又は第２のトナーを用いて記録媒体上に画像の印字を行う。　
　このプリンタ部３は、画像処理部１３により画像処理された画像データを受け取り、こ
の画像データを記録媒体に印字する。このプリンタ部３は、ＩＣＣプロアァイルと呼ばれ
る特定機器の色特性や見た目の要求仕様を定義したデータを使用することが多い。ＩＣＣ
プロフアイルには、モニタ色空間とデバイスに非依存なＰＣＳ（Ｐrofile Ｃonnection 
Ｓpace）間の変換に使用されるモニタプロファイルと、プリンタ・印刷機などの色空間と
ＰＣＳとの間の変換を行う出力プロファイルとなどがある。ＰＣＳは、ＣＩＥＬab色空間
（以下、Ｌab色空間と称する）又はＸＹＺ色空間を使用する。
【００１７】
　ここで、Ｌab色空間のＬは明度成分を表し、abは色味を表す。明度成分Ｌを大きくする
と、記録媒体に記録される画像の明るさが明るくなり、明度成分Ｌを小さくすると、記録
媒体に記録される画像の明るさが暗くなる。　
　商業印刷等でユーザ（デザイナ）が指定した色で確実に印字することを求められる場合
には、入力原稿をＣＭＹＫ色空間で指定して入稿する場合もある。この場合、原稿を作成
するパーソナルコンピュータ（ＰＣ）等で予めモニタプロファイルと出力プロファイルと
から各ＲＧＢ値に対応するＣＭＹＫ値を求めておき、本装置にはＣＭＹＫ色空間で指定し
た原稿を入稿する。
【００１８】
　図３は本装置がプリンタとして動作する場合の第１及び第２の画像処理部１０１ａ、１
０１ｂの機能ブロック図を示す。第１の画像処理部１０１ａは、前段の第１の色変換部１
１１と、後段の第１の色変換部１１２と、第１のガンマ（γ）補正部１１３と、第１のト
ナーリミット部１１４と、第１のスクリーン処理部１１５とを有する。　
　第１の色変換部１１１及び第１の色変換部１１２を合わせた機能は、プリンタドライバ
内蔵装置５から出力されたＲＧＢ色空間で表現される画像信号Ａをプリンタ部３のＣＭＹ
Ｋ色空間で表現される画像信号に変換する。
【００１９】
　具体的に第１の色変換部１１１は、プリンタドライバ内蔵装置５から出力されたＲＧＢ
色空間で表現される画像信号ＡをＬab色空間で表現される画像信号に変換する。　
　第１の色変換部１１２は、Ｌab色空間で表現される画像信号をＣＭＹＫ色空間で表現さ
れる画像信号に変換する。
【００２０】
　第１のγ補正部１１３は、第１の色変換部１１２からの画像信号の濃度を補正し、プリ
ンタ部３の特性に合わせた画像濃度のキャリブレーションや好みの階調特性を得る。γ補
正は、画像の明るさの変化に対する電圧換算値の変化の比であるγ（ガンマ）値の補正で
ある。具体的にγ補正は、より自然に近い画像を得るためのＣＭＹＫ色空間のビットマッ
プデータを有し、第１の色変換部１１２からの画像信号の濃度をビットマップデータに従
って補正する。
【００２１】
　第１のトナーリミット部１１４は、プリント部３の記録動作に不具合を生じないように
ＣＭＹＫ色の総和の最大の闘値を設定する。すなわち、第１のトナーリミット部１１４は
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、第１のγ補正部１１３からの画像信号を受け、ビットマップデータのＣＭＹＫ色空間に
使用する各色のトナーのトータル量をプリンタ部３による記録可能な範囲内に収まるよう
に、ビットマップデータのＣＭＹＫ色空間の各色のトナー量にリミット値（閾値）を設定
する処理を行う。
【００２２】
　第１のスクリーン処理部１１５は、第１のトナーリミット部１１４からの画像信号を受
け、ＣＭＹＫの各色についてスクリーン処理を行い、ビットマップデータを、プリンタ部
３の記録能力に合わせたＣＭＹＫ色空間の各色数bitのより小さい階調数を有するビット
マップデータに変換する。
【００２３】
　第２の画像処理部１０１ｂは、前段の第２の色変換部１２１と、後段の第２の色変換部
１２２と、第２のγ補正部１２３と、第２のトナーリミット部１２４と、第２のスクリー
ン処理部１２５とを有する。これら第２の色変換部１２１と、第２の色変換部１２２と、
第２のγ補正部１２３と、第２のトナーリミット部１２４と、第２のスクリーン処理部１
２５とは、それぞれ第１の画像処理部１０１ａにおける第１の色変換部１１１と、第１の
色変換部１１２と、第１のγ補正部１１３と、第１のトナーリミット部１１４と、第１の
スクリーン処理部１１５と同一機能を有するので、これらの詳しい説明は省略する。
【００２４】
　この第２の画像処理部１０１ｂは、プリンタドライバ内蔵装置５から入力された画像デ
ータの明るさに関する情報を当該明るさよりも明るい情報への変換処理を行うための第１
の明度変換部１２６と、第２の明度変換部１２７と、ターゲットカーブ変換部１２８と、
閾値変換部１２９とを有する。　
　具体的に第１の明度変換部１２６は、第２の色変換部１２１に使用される忠実に色再現
するための画像データのモニタプロファイルの明度成分Ｌの値を大きな値に変換する。こ
の第１の明度変換部１２６は、一律に定数（＞１）を掛け算しても良いし、非線形な演算
でも良い。明度成分Ｌの値は、離散値であるので、各ＲＧＢに対応する明度成分Ｌの値を
テーブルなどを使用して個別に変換することも可能である。モニタプロフアイルの中間色
空間の明度成分Ｌの値を大きくすることで、プリンタ部３により記録される画像全体を明
るく記録することが可能である。
【００２５】
　第２の明度変換部１２７は、第２の色変換部１２２で使用される出力側の画像データの
プリントプロファイルを補正することで、プリンタ部３により記録される画像を明るくす
ることが可能である。すなわち、忠実色再現するためのプリントプロファイルがある場合
、第２の明度変換部１２７は、第２の色変換部１２２から出力されるＣＭＹＫを変えずに
対応する明度成分Ｌの値を小さくすることで、プリンタ部３により印字される画像を明る
くすることが可能である。
【００２６】
　ターゲットカーブ変換部１２８は、第２のγ補正部１２３によりγ補正を行うときのタ
ーゲットのγカーブを図４に示す忠実な色再現するためのターゲットカーブＫ１から図５
に示す明るくするためのターゲットカーブＫ２に変換する。ターゲットカーブＫ１は、消
去の不可能な第１のトナーにより通常の記録を行うときに設定される。このターゲットカ
ーブＫ１は、ＣＭＹＫ色空間の濃度の入出力を比例関係に設定する。ターゲットカーブＫ
２は、消去可能な第２のトナーにより印字を行うときに設定される。このターゲットカー
ブＫ２は、例えばＣＭＹＫ色空間の濃度の入出力を２次元関数の関係に設定する。このタ
ーゲットカーブＫ２であれば、ＣＭＹＫ色空間全色を薄くする。特に濃い色ほど薄くなる
が、濃淡の関係は逆転しない。このターゲットカーブＫ２は、ＣＭＹＫ色空間の濃度の濃
淡を強調するものであれば、２次元関数に限らず、ＣＭＹＫ色空間の濃度の入出力の関係
を他の関係に設定してもよい。
【００２７】
　閾値変換部１２９は、第１のトナーリミット部１１４に設定される閾値を小さな値に設
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定し、プリンタ部３により印字される画像のシャドー部において画像を明るくする。
【００２８】
　なお、上記第２の画像処理部１０１ｂは、入力される画像データがＲＧＢ色空間で表現
される場合について説明したが、例えば商業印刷等において画像データをＣＭＹＫ色空間
で表現する場合がある。この場合、第２の色変換部１２１は、出力プロファイルを逆変換
することで、ＣＭＹＫ色空間で表現されている画像データをＬab色空間に変換可能である
。第１の明度変換部１２６は、明度成分Ｌの値を大きな値に変換することで、プリンタ部
３により印字される画像全体を明るく記録することが可能である。
【００２９】
　又、入力される画像データがＲＧＢ色空間で表現される場合であっても、第２の明度変
換部１２７と、ターゲットカーブ変換部１２８と、閾値変換部１２９とのいずれか１つに
よりプリンタ部３により印字される画像全体を明るく記録することが可能である。
【００３０】
　操作パネル４は、本装置の例えばコピー、プリンタ又はファクシミリ等の選択や、記録
媒体のサイズの選択、記録する記録媒体の枚数の選択、コピー、プリンタ又はファクシミ
リ等の各動作のスタートを行うためのものである。この操作パネル４は、パネルＣＰＵ４
４を搭載し、このタッチパネル４１と、液晶表示器４２と、操作キー４３とを接続して成
る。
【００３１】
　液晶表示器４２は、表示画面上に、例えば消去可能な第２のトナーを使用するか否かを
選択するための消去インク選択ボタン４２ａや、記録媒体のサイズ、枚数の各選択等の各
種ボタンを表示する。タッチパネル４１は、液晶表示器４２上に設けられ、液晶表示器４
２上に表示される各種ボタンの位置に対応するボタン選択信号を発生する。操作キー４３
は、例えば記録媒体の枚数の設定やコピー、プリンタ又はファクシミリ等の選択、コピー
、プリンタ又はファクシミリの動作スタートのボタン４３ａ等を備える。パネルＣＰＵ４
４は、タッチパネル４１からの消去インク選択ボタン４２ａの選択の有無を示すボタン選
択信号や、操作キー４３からの動作スタート等の信号をメインＣＰＵ１０に発する。
【００３２】
　主制御部１のメインＣＰＵ１０には、上記プリンタドライバ内蔵装置５がローカルエリ
アネットワーク（ＬＡＮ）を介して接続されている。このプリンタドライバ内蔵装置５は
、プリンタドライバ５１を内蔵する。このプリンタドライバ５１は、例えばパーソナルコ
ンピータ（ＰＣ）であって、プリンタ部３における記録媒体のサイズや給紙方法、記録媒
体のタイプ等の設定を行うもので、例えばＰＤＬコードやプリントするための画像データ
のラスターデータを作成し、メインＣＰＵ１０に転送する。　
　又、プリンタドライバ５１は、消去不可能な第１のトナー又は消去可能な第２のトナー
のいずれかを使用するか等の設定を行う。具体的にプリンタドライバ５１は、液晶表示器
を備え、この液晶表示器の表示画面上にプルダウン５２と許可ボタン（ＯＫボタン）５３
とを表示する。このプルダウン５２は、プリンタ部３において消去不可能な第１の色材で
ある第１のトナーを用いての記録か、又は消去可能な第２のトナーを用いての記録かのい
ずれかを設定する。ＯＫボタン５３は、例えばＰＤＬコードやラスターデータのメインＣ
ＰＵ１０への転送を許可するものである。
【００３３】
　次に、上記の如く構成された装置のプリント動作について図６に示す画像形成制御フロ
ーチャートに従って説明する。　
　ユーザは、プリンタドライバ５１に設けられているプルダウン５２を操作し、プリンタ
部３において消去不可能な第１のトナーを用いるか、又は消去可能な第２のトナーを用い
るかのいずれかを設定する。　
　ユーザがＯＫボタン５３を操作すると、プリンタドライバ５１は、プリンタ部３におけ
る記録媒体のサイズや給紙方法、記録媒体のタイプ等の設定し、そのＰＤＬコードやプリ
ントするための画像データのラスターデータをＬＡＮを経由して本装置のメインＣＰＵ１
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０へ転送する。　
　このメインＣＰＵ１０は、パネルＣＰＵ４４からの信号を受けて、プリンタとして動作
を開始し、
ＰＤＬコードやプリントするための画像データのラスターデータ、プリンタ部３において
消去不可能な第１のトナーを用いるか、又は消去可能な第２のトナーを用いるかを示す信
号を画像処理部１３に送る。　
　画像処理部１３は、プリントするための画像データのラスターデータを入力する（動作
ＡＣＴ１）。　
　画像処理部１３は、プリンタ部３において消去不可能な第１のトナーを用いるか、又は
消去可能な第２のトナーを用いるかを示す信号を読み取る（動作ＡＣＴ２）。
【００３４】
　この画像処理部１３は、プリンタ部３において消去不可能な第１のトナーを用いるので
あれば（動作ＡＣＴ３）、第１の画像処理機能１０１ａを動作させる（動作ＡＣＴ４）。
この第１の画像処理機能１０１ａにおいて第１の色変換部１１１は、図３に示すようにス
キャナ部２から出力されたＲＧＢ色空間で表現される画像信号ＡをＬab色空間で表現され
る画像信号に変換する。　
　第１の色変換部１１２は、Ｌab色空間で表現される画像信号をＣＭＹＫ色空間で表現さ
れる画像信号に変換する。　
　第１のγ補正部１１３は、第１の色変換部１１２からの画像信号の濃度を補正し、プリ
ンタ部３の特性に合わせた画像濃度のキャリブレーションや好みの階調特性を得る。
【００３５】
　第１のトナーリミット部１１４は、プリント部３の記録動作に不具合を生じないように
ＣＭＹＫ色の総和の最大の闘値を設定する。　
　第１のスクリーン処理部１１５は、第１のトナーリミット部１１４からの画像信号を受
け、ＣＭＹＫ色空間の各色についてスクリーン処理を行い、ビットマップデータを、プリ
ンタ部３の記録能力に合わせたＣＭＹＫ色空間の各色数bitのより小さい階調数を有する
ビットマップデータに変換する。　
　プリンタ部３の第１の印字部１０２は、第１の画像処理部１０１ａにより画像処理され
た画像データを消去不可能な第１のトナーにより記録媒体に記録を行う（動作ＡＣＴ５）
。
【００３６】
　一方、画像処理部１３は、プリンタ部３において消去可能な第２のトナーを用いるので
あれば（動作ＡＣＴ３）、第２の画像処理部１０１ｂを動作させる（動作ＡＣＴ６）。こ
の第１の画像処理部１０１ｂは、第１の明度変換部１２６、第２の明度変換部１２７、タ
ーゲットカーブ変換部１２８又は閾値変換部１２９のうち少なくとも１つによりプリンタ
ドライバ５１から入力された画像データの明るさに関する情報を当該明るさよりも明るい
情報へ変換処理する。すなわち、第１の明度変換部１２６は、第２の色変換部１２１に使
用される忠実に色再現するためのモニタプロファイルの明度成分Ｌの値を大きな値に変換
する。　
　第２の明度変換部１２７は、第２の色変換部１２２から出力されるＣＭＹＫを変えずに
対応する明度成分Ｌの値を小さくすることで、プリンタ部３により印字される画像を明る
くする。　
　ターゲットカーブ変換部１２８は、第２のγ補正部１２３によりγ補正を行うときのタ
ーゲットのγカーブを図４に示す忠実な色再現するためのターゲットカーブＫ１から図５
に示す明るくするためのターゲットカーブＫ２に変換する。このターゲットカーブＫ２で
あれば、ＣＭＹＫ色空間の全色を薄くする。特に濃い色ほど薄くなるが、濃淡の関係は逆
転しない。　
　閾値変換部１２９は、第１のトナーリミット部１１４に設定される閾値を小さな値に設
定し、プリンタ部３により印字される画像のシャドー部において画像を明るくする。
【００３７】



(10) JP 5693872 B2 2015.4.1

10

20

30

40

50

　プリンタ部３の第２の印字部１０３は、第２の画像処理部１０１ｂにより画像処理され
た画像データを消去不可能な第２のトナーにより記録媒体に印字を行う（動作ＡＣＴ７）
。
【００３８】
　このように上記第１の実施の形態によれば、消去可能な第２のトナーにより記録媒体に
印字を行う場合、画像データの明るさに関する情報の明度成分Ｌの値を大きくして当該明
るさよりも明るい情報へ変換するので、画像データの色合いを変えることなく、明るい画
像として記録することができ、これにより記録媒体への１回の記録に使用するトナーの量
を少なくすることができる。この結果、記録用紙上に残留するトナーの量を少なくでき、
記録媒体のリユース回数を増加できる。
【００３９】
　次に、第２の実施の形態について図面を参照して説明する。　
　図７は本装置がコピーとして動作する場合の機能ブロック図を示す。なお、図３と同一
部分には同一符号を付してその詳しい説明は省略する。　
　コピー機能の場合、本装置は、上記プリンタ機能の場合と相違し、画像データを入力す
るのは備え付けられたスキャナ部２であることに設定される。これにより、画像処理部１
３は、第１の画像処理部１０１ａにおいて第１の色変換部１１１及び第１の色変換部１１
２の代わりに第１の色変換部１３０を備え、かつ第１の画像処理機能１０１ｂにおいて第
２の色変換部１２１及び第２の色変換部１２２の代わりに第２の色変換部１３１を備える
。
【００４０】
　これら第１と第２の色変換部１３０、１３１は、それぞれＲＧＢ色空間で表現される画
像信号をＬab色空間等の中間色に変換せずに、ＲＧＢ色空間で表現される画像信号をＣＭ
ＹＫ色空間で表現される画像信号に変換する。ＲＧＢ色空間で表現される画像信号からＣ
ＭＹＫ色空間で表現される画像信号への変換は、ＲＧＢ色空間からＣＭＹＫ色空間へ変換
するための参照テーブルを用いる、又は関数による演算など様々の手法を用いることが可
能である。
【００４１】
　第１と第２の色変換部１３０、１３１は、設計段階において、ＲＧＢ色空間とＬab色空
間との対応関係と、Ｌab色空間とＣＭＹＫ色空間との対応関係とを測色して求めた後、Ｒ
ＧＢ色空間とＣＭＹＫ色空間との対応関係を設計する。　
　具体的に、第１と第２の色変換部１３０、１３１は、先ず、（１）Ｌab値が既知のカラ
ーパッチなどを入力手段により入力して各パッチのＲＧＢ値を得る。（２）指定されたＣ
ＭＹＫ値によりカラーパッチなどを記録する。この記録結果を測色してＣＭＹＫ値とＬab
値との対応関係を求める。（３）ＲＧＢ値からＬab値への変換するときの対応関係と、Ｌ
ab値からＣＭＹＫ値へ変換するときの対応関係に基づいてＲＧＢ値からＣＭＹＫ値へ変換
するときの関係を設定する。　
　第２の明度変換部１２７は、明度成分Ｌの値を小さくすることで、プリンタ部３により
印字される画像を明るくする。
【００４２】
　次に、上記の如く構成された装置のプリント動作について上記図６に示す画像形成制御
フローチャートに従って説明する。　
　ユーザは、液晶表示器４２に表示されている消去インク選択ボタン４２ａを操作して消
去可能な第２のトナーを使用するか否かを選択する。又、ユーザは、液晶表示器４２に表
示されている各種ボタンを操作して例えばコピー機能を使用することや、記録媒体のサイ
ズ、枚数等を選択する。パネルＣＰＵ４４は、タッチパネル４１からの消去インク選択ボ
タン４２ａの選択の有無を示すボタン選択信号や、操作キー４３からの動作スタート等の
信号をメインＣＰＵ１０に発する。
【００４３】
　このメインＣＰＵ１０は、パネルＣＰＵ４４からの信号を受けて、コピー機能として動
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作を開始し、タッチパネル４１からの消去インク選択ボタン４２ａの選択の有無を示すボ
タン選択信号を画像処理部１３に送る。　
　スキャナ部２は、原稿の画像を読み取り、その画像データを出力する。　
　画像処理部１３は、スキャナ部２等から画像データを入力する（動作ＡＣＴ１）。　
　画像処理部１３は、パネルＣＰＵ４４からの信号から消去インクの選択の有無を読み取
る（動作ＡＣＴ２）。
【００４４】
　この画像処理部１３は、消去インク選択ボタン４２ａが選択されていなければ（動作Ａ
ＣＴ３）、図７に示す第１の画像処理部１０１ａを行う（動作ＡＣＴ４）。この第１の画
像処理部１０１ａにおいて、第１の色変換部１３０は、ＲＧＢ色空間で表現される画像信
号をＣＭＹＫ色空間で表現される画像信号に変換する。以下、上記第１の実施の形態と同
様に、第１のγ補正部１１３と、第１のトナーリミット部１１４と、第１のスクリーン処
理部１１５とが動作し、プリンタ部３の第１の記録機能１０２により消去不可能な第１の
トナーにより記録媒体に記録が行われる（動作ＡＣＴ５）。
【００４５】
　一方、画像処理部１３は、プリンタ部３において消去可能な第２のトナーを用いるので
あれば（動作ＡＣＴ３）、第２の画像処理部１０１ｂを動作させる（動作ＡＣＴ６）。こ
の第２の画像処理部１０１ｂは、ターゲットカーブ変換部１２８又は閾値変換部１２９の
うちいずれか１つによりスキャナ部２等から入力された画像データの明るさに関する情報
を当該明るさよりも明るい情報へ変換処理する。
【００４６】
　プリンタ部３の第２の印字部１０３は、第２の画像処理機能１０１ｂにより画像処理さ
れた画像データを消去不可能な第２のトナーにより記録媒体に印字を行う（動作ＡＣＴ７
）。
【００４７】
　このように上記第２の実施の形態によれば、コピー機能においても、上記第１の実施の
形態と同様に、画像データの色合いを変えることなく、明るい画像として記録することが
でき、これにより記録媒体への１回の記録に使用するトナーの量を少なくすることができ
る。この結果、記録用紙上に残留するトナーの量を少なくでき、記録媒体のリユース回数
を増加できる。
【００４８】
　次に、第３の実施の形態について図面を参照して説明する。　
　図８は本装置がプリンタとして動作する場合の機能ブロック図を示す。なお、図３と同
一部分には同一符号を付してその詳しい説明は省略する。　
　本装置は、警告表示部１４０と、明度選択部１４１と、第３の画像処理部１０１ｃとを
有する。このうち第３の画像処理部１０１ｃは、画像処理部１３に含まれる。　
　警告表示部１４０は、プリンタ部３において消去可能な第２のトナーを用いることが選
択されると、当該消去可能な第２のトナーにより記録を行う旨の報知、具体的には、図９
に示すような警告ウィンドウＷＰをプリンタドライバ５１における液晶表示器の表示画面
上に表示する。この警告ウィンドウＷＰは、消去可能な第２のトナーが選択されたこと、
画像データの明るさよりも明るく記録して良い否かの問い合わせを表示する。又、警告ウ
ィンドウＷＰは、原稿色でプリントすなわち消去不可能な第１のトナーを用いて記録する
ことを選択する第１の選択ボタン１４３と、明るくプリントすなわち消去可能な第２のト
ナーを用いて記録することを選択する第２の選択ボタン１４４とを表示する。
【００４９】
　明度選択部１４１は、警告ウィンドウＷＰ内の第１の選択ボタン１４３又は第２の選択
ボタン１４４のいずれか一方が選択されたかを判定し、第１の選択ボタン１４３が選択さ
れると第３の画像処理部１０１ｃでの画像処理に進み、第２の選択ボタン１４４が選択さ
れると第２の画像処理部１０１ｂでの画像処理に進む。
【００５０】
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　図１０は第１乃至第３の画像処理部１０１ａ、１０１ｂ、１０１ｃの機能ブロック図を
示す。なお、図３と同一部分には同一符号を付してその詳しい説明は省略する。第３の画
像処理部１０１ｃは、前段の第３の色変換部１５１と、後段の第３の色変換部１５２と、
第３のγ補正部１５３と、第３のトナーリミット部１５４と、第３のスクリーン処理部１
５５とを有する。これら第３の色変換部１５１と、第３の色変換部１５２と、第３のγ補
正部１５３と、第３のトナーリミット部１５４と、第３のスクリーン処理部１５５とは、
それぞれ第１の画像処理機能１０１ａにおける第１の色変換部１１１と、第１の色変換部
１１２と、第１のγ補正部１１３と、第１のトナーリミット部１１４と、第１のスクリー
ン処理部１１５と同一機能を有するので、これらの詳しい説明は省略する。
【００５１】
　次に、上記の如く構成された装置のプリント動作について上記図１１に示す画像形成制
御フローチャートに従って説明する。なお、上記図６に示す動作（ＡＣＴ）と同一動作（
ＡＣＴ）についてはその説明を省略する。　
　画像処理部１３は、プリンタ部３において消去不可能な第１のトナーを用いるか、又は
消去可能な第２のトナーを用いるかを示す信号を読み取り（動作ＡＣＴ２）、プリンタ部
３において消去可能な第２のトナーを用いるのであれば（動作ＡＣＴ３）、警告表示部１
４０は、図９に示すような警告ウィンドウＷＰをプリンタドライバ５１における液晶表示
器の表示画面上に表示し、消去可能な第２のトナーにより記録を行う旨の警告を行う（動
作ＡＣＴ１０）。　
　ユーザが第２の選択ボタン１４４を操作すると、明度選択部１４１は、明るくプリント
すなわち消去可能な第２のトナーを用いて記録することを選択されたことを判定し、上記
動作ＡＣＴ６に移り、第２の画像処理部１０１ｂでの画像処理に進む。
【００５２】
　一方、ユーザが第１の選択ボタン１４３を操作すると、明度選択部１４１は、原稿色で
プリントすなわち消去不可能な第１のトナーを用いて記録することを選択されたことを判
定し、第３の画像処理部１０１ｃでの画像処理に進む（動作ＡＣＴ１２）。この第３の画
像処理部１０１ｃは、上記第１の画像処理部１０１ａと同様の動作、すなわち、第３の色
変換部１５１は、ＲＧＢ色空間で表現される色信号ＡをＬab色空間で表現される画像信号
に変換する。第３の色変換部１５２は、Ｌab色空間で表現される画像信号をＣＭＹＫ色空
間で表現される画像信号に変換する。第３のγ補正部１５３は、第１の色変換部１１２か
らの画像信号の濃度を補正し、プリンタ部３の特性に合わせた画像濃度のキャリブレーシ
ョンや好みの階調特性を得る。第３のトナーリミット部１５４は、プリント部３の記録動
作に不具合を生じないようにＣＭＹＫ色の総和の最大の闘値を設定する。第３のスクリー
ン処理部１５５は、第１のトナーリミット部１１４からの画像信号を受け、ＣＭＹＫ色空
間の各色についてスクリーン処理を行い、ビットマップデータを、プリンタ部３の記録能
力に合わせたＣＭＹＫ色空間の各色数bitのより小さい階調数を有するビットマップデー
タに変換する。　
　プリンタ部３の第１の印字部１０２は、第３の画像処理部１０１ｃにより画像処理され
た画像データを消去不可能な第１のトナーにより記録媒体に印字を行う（動作ＡＣＴ１３
）。
【００５３】
　このように上記第３の実施の形態によれば、消去可能な第２のトナーを用いるのであれ
ば、警告ウィンドウＷＰをプリンタドライバ５１における液晶表示器の表示画面上に表示
し、消去可能な第２のトナーにより印字を行う旨の警告を行うので、消去可能な第２のト
ナーにより印字を行うことを確認でき、消去可能な第２のトナーを使用しての印字を間違
いなく行うことができる。警告ウィンドウＷＰは、消去不可能な第１のトナーを用いて印
字することを選択する第１の選択ボタン１４３と、消去可能な第２のトナーを用いて印字
することを選択する第２の選択ボタン１４４とを表示するので、記録に使用するトナーを
変更することが可能である。
【００５４】
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　次に、第４の実施の形態について図面を参照して説明する。　
　図１２は本装置のコピー機能における機能ブロック図を示す。なお、図７及び図１０と
同一部分には同一符号を付してその詳しい説明は省略する。　
　第３の色変換部１７０は、上記第３の色変換部１３０と同様に、ＲＧＢ色空間で表現さ
れる画像信号をＬab色空間等の中間色に変換せずに、ＲＧＢ色空間で表現される画像信号
をＣＭＹＫ色空間で表現される画像信号に変換する。
【００５５】
　警告表示部１４０は、プリンタ部３において消去可能な第２のトナーを用いることが選
択されると、当該消去可能な第２のトナーにより記録を行う旨の報知、具体的には、図１
３に示すような警告ウィンドウＷＣを液晶表示器４２の表示画面上に表示する。この警告
ウィンドウＷＣは、消去可能な第２のトナーが選択されたこと、画像データの明るさより
も明るく記録して良い否かの問い合わせを表示する。この警告ウィンドウＷＣは、原稿色
でプリントすなわち消去不可能な第１のトナーを用いて印字することを選択する第１の選
択ボタン１５６と、明るくプリントすなわち消去可能な第２のトナーを用いて印字するこ
とを選択する第２の選択ボタン１５７とを表示する。
【００５６】
　次に、上記の如く構成された装置のプリント動作について上記図１１に示す画像形成制
御フローチャートに従って説明する。　
　ユーザは、操作パネル４の液晶表示器４２に表示されている消去インク選択ボタン４２
ａを操作して消去可能な第２のトナーを使用するか否かなどを選択する。パネルＣＰＵ４
４は、タッチパネル４１からの消去インク選択ボタン４２ａの選択の有無を示すボタン選
択信号等をメインＣＰＵ１０に発する。このメインＣＰＵ１０は、消去インク選択ボタン
４２ａの選択の有無を示すボタン選択信号を画像処理部１３に送る。
【００５７】
　画像処理部１３は、プリンタ部３において消去不可能な第１のトナーを用いるか、又は
消去可能な第２のトナーを用いるかを示す信号を読み取り（動作ＡＣＴ２）、プリンタ部
３において消去可能な第２のトナーを用いるのであれば（動作ＡＣＴ３）、警告表示部１
４０は、図１３に示すような警告ウィンドウＷＣを液晶表示器４２の表示画面上に表示し
、消去可能な第２のトナーにより記録を行う旨の警告を行う（動作ＡＣＴ１０）。
【００５８】
　ユーザが第２の選択ボタン１５７を操作すると、明度選択部１４１は、明るくコピーす
なわち消去可能な第２のトナーを用いて記録することを選択されたことを判定し、上記動
作ＡＣＴ６に移り、第２の画像処理部１０１ｂでの画像処理に進む。
【００５９】
　一方、ユーザが第１の選択ボタン１５６を操作すると、明度選択部１４１は、原稿色で
コピーすなわち消去不可能な第１のトナーを用いて記録することを選択されたことを判定
し、第３の画像処理部１０１ｃでの画像処理に進む（動作ＡＣＴ１２）。この第３の画像
処理部１０１ｃは、上記第１の画像処理部１０１ａと同様の動作、すなわち、第３の色変
換部１５１は、ＲＧＢ色空間で表現される色信号ＡをＣＭＹＫ色空間で表現される色信号
に変換する。第３のγ補正部１５３は、第１の色変換部１１２からの色信号の濃度を補正
し、プリンタ部３の特性に合わせた画像濃度のキャリブレーションや好みの階調特性を得
る。第３のトナーリミット部１５４は、プリント部３の記録動作に不具合を生じないよう
にＣＭＹＫ色の総和の最大の闘値を設定する。第３のスクリーン処理部１５５は、第１の
トナーリミット部１１４からの色信号を受け、ＣＭＹＫの各色についてスクリーン処理を
行い、ビットマップデータを、プリンタ部３の記録能力に合わせたＣＭＹＫの各色数bit
のより小さい階調数を有するビットマップデータに変換する。　
　プリンタ部３の第１の印字部１０２は、第３の画像処理部１０１ｃにより画像処理され
た画像データを消去不可能な第１のトナーにより記録媒体に印字を行う（動作ＡＣＴ１３
）。
【００６０】
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　このように上記第４の実施の形態によれば、本装置がコピーとして動作する場合におい
ても、上記第３の実施の形態と同様に、消去可能な第２のトナーにより印字を行うことを
確認でき、消去可能な第２のトナーを使用しての印字を間違いなく行うことができ、かつ
印字に使用するトナーを変更することが可能である。
【００６１】
　なお、上記各実施の形態は、そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその要
旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示され
ている複数の構成要素の適宜な組み合わせにより、種々の発明を形成できる。例えば、実
施形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよい。さらに、異なる実
施形態にわたる構成要素を適宜組み合わせてもよい。
【００６２】
　例えば、上記第３及び第４の実施の形態は、それぞれ警告ウィンドウＷＰ、ＷＣ内で消
去可能な第２のトナーにより記録を行う旨の警告を行っているが、これら警告ウィンドウ
ＷＰ、ＷＣは、オプションで表示されないように設定してもよい。例えば、消去不可能な
第１のトナーを用いるか、又は消去可能な第２のトナーを用いるかの判定（動作ＡＣＴ３
）の前に、明度の調整を実施するようにしてもよい。明度の調整を実施する場合、各警告
ウィンドウＷＰ、ＷＣは、表示しなくても良い。
【００６３】
　明度の調整について説明すると、図１４は明度調整ボタンの表示例を示し、同図（ａ）
はプリンタドライバ５１における液晶表示器の表示画面上に表示される明度調整ボタン１
７０を示し、同図（ｂ）は操作パネル４の液晶表示器４２に表示される明度調整ボタン１
７１を示す。　
　プリンタドライバ５１に表示される明度調整ボタン１７０は、明度を数値で表示する数
値表示欄１７０ａと、明度を高く調整するための第１のボタン１７０ｂと、明度を低く調
整するための第２のボタン１７０ｃと、明度をその表示濃度により表示するバー表示部１
７０ｄと、バー表示部１７０ｄ上で調整された明度を指示する指示部１７０ｅとを有する
。　
　操作パネル４上に表示される明度調整ボタン１７１は、明度を高く調整するための第１
のボタン１７１ａと、明度を低く調整するための第２のボタン１７１ｂと、明度の位置を
表示するためのバー表示部１７１ｃと、バー表示部１７１ｃ上で調整された明度を指示す
る指示部１７１ｄとを有する。
【００６４】
　図１５は明度の調整を実施する場合の画像形成制御フローチャートを示す。なお、図１
１と同一動作（ＡＣＴ）の部分には同一符号を付してその詳しい説明は省略する。　
　メインＣＰＵ１０は、画像調整するか否かを判断する（動作ＡＣＴ２０）。画像調整す
る場合、プリンタの設定では、図１４（ａ）に示すプリンタドライバ５１における液晶表
示器の表示画面上に表示される明度調整ボタン１７０を操作することにより行われ、コピ
ーの設定では、同図（ｂ）に示す操作パネル４の液晶表示器４２に表示される明度調整ボ
タン１７１を操作することにより行われる（動作ＡＣＴ２１）。プリンタ設定の場合、図
１４（ａ）に示す第１のボタン１７０ｂをタッチ操作する毎に明度が順次高くなり、第２
のボタン１７０ｃをタッチ操作する毎に明度が順次低くなる。コピー設定の場合、図１４
（ｂ）に示す第１のボタン１７１ｂをタッチ操作する毎に明度が順次高くなり、第２のボ
タン１７１ｃをタッチ操作する毎に明度が順次低くなる。
【００６５】
　プリンタ部３において消去可能な第２のトナーを用いるのであれば（動作ＡＣＴ３）、
メインＣＰＵ１０は、画像調整が行われたか否かを判定する（動作ＡＣＴ２２）。この判
定の結果、メインＣＰＵ１０は、画像調整が既に行われていれば、動作ＡＣＴ１３に移っ
て第３の画像処理を行い、画像調整が既に行われていなければ、動作ＡＣＴ１０に移って
警告表示を行う。
【符号の説明】
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【００６６】
　１：主制御部、３：プリンタ部、１０：メインＣＰＵ、１３：画像処理部、１０１ａ：
第１の画像処理部、１０１ｂ：第２の画像処理部、１０１：画像処理部、１０２：第１の
印字部、１０３：第２の印字部。

【図１】

【図２】

【図３】



(16) JP 5693872 B2 2015.4.1

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】 【図８】

【図９】
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【図１０】 【図１１】

【図１２】 【図１３】

【図１４】
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【図１５】



(19) JP 5693872 B2 2015.4.1

10

20

30

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   Ｈ０４Ｎ   1/60     (2006.01)           Ｈ０４Ｎ    1/40     　　　Ｄ        　　　　　
   Ｈ０４Ｎ   1/46     (2006.01)           Ｈ０４Ｎ    1/46     　　　Ｚ        　　　　　

(74)代理人  100075672
            弁理士　峰　隆司
(74)代理人  100153051
            弁理士　河野　直樹
(74)代理人  100140176
            弁理士　砂川　克
(74)代理人  100124394
            弁理士　佐藤　立志
(74)代理人  100112807
            弁理士　岡田　貴志
(74)代理人  100111073
            弁理士　堀内　美保子
(72)発明者  女川　俊一
            東京都品川区東五反田二丁目１７番２号　東芝テック株式会社内

    合議体
    審判長  黒瀬　雅一
    審判官  江成　克己
    審判官  畑井　順一

(56)参考文献  特開平６－９５４９４（ＪＰ，Ａ）
              特開２００６－２０３９４９（ＪＰ，Ａ）
              特開２００７－４７６６７（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              G03G 15/00,15/01,21/00,21/14
              B41J 29/38
              H04N  1/00


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

